
 
 

  総合的な学習の時間          
                                       

１ ねらい 
「よりよく問題を解決する力」を身につけ、「自己の生き方を考えることができるようにする」ことを

めざし、「課題設定の力」「課題追究の力」「表現する力」「生活に生かそうとする力」を育てる。 
 
２ テーマ 
「世界に発信！ ＳＳＰ（更科ＳＤＧｓプロジェクト）～更科の人・地域に学ぶ～」 

 
３ 内容 
小規模校の特色を生かした異学年交流のグループ構成で、地域の方と交流を持ちながら活動する。 
持続可能な開発のための目標（ＳＤＧｓ）の視点から、更科地域が持続していくための課題を見出し、

解決に向けた活動を行う。 
 
テーマ 
 「世界に発信！ ＳＳＰ（更科ＳＤＧｓプロジェクト）～更科の人・地域に学ぶ～」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         ※グループの種類は上記に限らない。 
 
 
 
       地元の企業とのコラボ、行政への働きかけ、町会長の方と協力、等 
       問題の所在の解明と解決策の提案、実践を行う。 
 
 
 

他グループとの合同活動・うつしの祭・全体学習会・学校ホームページ掲載 
 
 
 
 

更科地域が持続していくために必要な課題を見出す 

共通項を整理し、探究課題と活動内容を決める 

異学年交流によるグループを作り、活動を行う 

過去班 未来班 

地域に生きる人とのふれあい 

相互に学び高めあう 

自己の生き方を考えることができるようにする 
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          総合的な学習の時間全体計画   千葉市立更科中学校 
 
 学校教育目標 

心豊かに学び合い、たくましく生きる生徒の育成 

研 究 主 題 

現在と未来をよりよく生きるための思考力、判断力、表現力、

実践力を育てる指導の在り方 

総合的な学習の時間の目標 

・自ら課題をみつけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てる。 
・学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む態度を育て、自己
の生き方を考えることができるようにする。 

生徒の実態 
・生徒数２２名の小規模

校である。 

 

・純朴で何事にも一所懸

命に取り組む。 

 

・困難を乗り越えようとす

るたくましさに欠ける面

がある。 

指導方法 
・オリエンテーション及び対話によ
るテーマ設定 

・異学年グループによる探究活動の
充実 

・

評価計画 
・評価規準の設定 
・ポートフォリオによる個に応じた
評価 

・自己評価並びに発表会における自
己評価 

指導体制 
・教師間の連絡、研修会の実施 
・地域ボランティアの充実 
・関係諸機関との連携 
・校外活動時の安全のための保護者
連絡 

地域の実態 
・豊かな自然に恵まれ、

歴史的史跡も多い。 

・三世代同居の家庭が多

い。 

・過疎化・高齢化のため、

生徒数は減少の一途を

たどっている。 

・市街化調整区域に指定

され住民の流入はほと

んどない。 

・保護者は本校卒業生が

多く、学校に対して協

力的である。 

校 
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具 体 目 標 
自学 意欲的に学習に取り組み、自ら考え、判断できる生徒 
礼儀 思いやりがあり、すすんで挨拶のできる生徒 
勤労 働く意義を理解し、奉仕の心を備えた生徒 

課題設定の力 課題追究の力 表現する力 生活に生かそうとする力 

・自分の疑問や関心に基づい

て、追究したい課題をみつ

け、テーマを設定することが

できる。 

・自らの課題に対して、体験活
動や調べ学習をしながら必
要な情報を収集し、目的や
意図に応じて整理・分析で
きる。 

・他者の考えを受け入れなが
ら、よりよく判断し、問題の解
決や探究活動を協働して行
うことができる。 

・目的や意図に応じた表現の

仕方を考え、課題追究の結

果及び自分の考えや意見、

発見したことなどを的確にま

とめ、表現することができる。 

 

・学習活動を通じて、社会や

自然の中に生きる一員とし

て、何を、どのようにすべき

かを考えることができる。 

・学習活動を通して自分の考

えや意見を深め、学ぶこと

の意義を自覚し、自己の生

き方を考えることができる。 

総合的な学習の時間で身に付けたい力 

学

年

の

目

標 
１学年 ２学年 ３学年 

課題解決に向けて、文献や ICT を活

用した調査や体験活動を行い、得た情

報をまとめ、多様な表現方法を用いて

発表できる。 

自ら課題をみつけ、課題解決に向け

て情報を収集し、協働的に問題の解決

に取り組み、ICT を効果的に利用して

発表できる。 

 課題解決に向けて幅広く情報を収集

し、協働的に意見交換をする中で、情

報を整理・分析しまとめることができる。 

学習会や発表会において全体をリード

して活動することができる。 

世界に発信！ ＳＳＰ（更科ＳＤＧｓプロジェクト） ～更科の人・地域に学ぶ～ 
自分たちの暮らす地域の自然・歴史・福祉について体験学習や調べ学習を行い、地域の再発見をする中

で、自己の生き方を考える探究的な学習 

学
習
内
容 


